
 
〇はじめに                                     
 今回は本ゲームを受け取っていただきありがとうございます。 
 私たち作成者は、ＹＭＣＡにて子どもたちを対象に指導者としてボランティア活動を行
っています。子どもたちと関わるなかで、認められたり、受け入れられたりする経験が子ど
もたちの自信や、他者を受け入れ、思いやる気持ちをもつことにつながるということを実感
しました。ＹＭＣＡの参加者だけではなく、より多くの子どもたちに経験してもらいたいと
考え、本ゲームを作成しました。 
私たち作成者は、このゲームを通して、子どもたちが他者との関わりの中で自分を認めら
れること、受け入れられることを経験することをねらいとしています。それを通して、自分
に自信をもち、他者を受け入れ、思いやることへの発展を期待しています。 
私たち作成者は、AAA CREDOという信条を大切に活動しています。 

A：Accept    （受け入れる） 
A：Acknowledge（認める） 
A：Action   （行動する） 
この３つを本ゲームの約束事として守りながら、 
ゲームを楽しむことを願います。 

 

～指導者用説明書～ 
 



〇ゲームの内容について                                
①マス 
本ゲームでは、コミュニケーションをとった
り、協力したりしながら楽しんだりすることを
ねらいとして、ゲーム参加者の関わり合いを図
れるようにマスの内容を設定しています。 
（ＥＸ 左どなりの人のすてきなところを最
大３つ言おう！・右どなりの人とにらめっ
こ！ ） 

 
②ボード 
参加者がボードを囲み、顔を見合わせること
で、コミュニケーションを促進します。 
参加者全員が等しく文字を見られるように、マ
スを横向きに設定しています。 

 
 
 

③オリジナルバージョン 
参加者が自らマスの内容を設定することで、楽し
みながら主体性や発想力を育むことをねらいとし
ています。 
子どもたちのみでの作成が難しい場合は、指導者
のアドバイスやスタンダードバージョンを参考に
することをお勧めします。 
より発展的に作成する場合は、テーマを設定する
ことをお勧めします。 
（動物、自然、スポーツ、など） 
     
 
 



〇SDGｓについて                                  
本ゲームでは、SDGsの観点を踏まえて作成しています。 
 
⑫「つくる責任・つかう責任」 
 ゲーム参加者がオリジナルバージョンを作成することで、 
物をつくること、大切につかうことを促します。 
 
⑬「気候変動に具体的な対策を」 
 本ゲームの備品は環境に優しく、 
配慮された材料を使用しています。 
 
⑭「海の豊かさを守ろう」 
 本ゲームでポイントとして 
使われるレジンは、 
海辺に漂着した海洋プラスチックを 
利用して作成しています。 

 
 
サイコロの目は SDGsの 17目標に表示されている色を 
参考にしています。 

 

 

 


